令和4年 第420回信濃町議会定例会9月会議 会議録（4日目）

(令和4年9月7日　午後1時00分)
●議長（佐藤武雄）　休憩前に引き続き、会議を開きます。
　通告の8、永原和男議員。
1、 旧統一教会とのかかわりは
2、 町政2期目の評価は
3、 物価高騰対策を早急に
4、 病院建設基本設計は確定したのか
　議席番号11番、永原和男議員。
◆11番（永原和男）　議席番号11番、永原和男です。それでは、単刀直入に町長に質問します。町が、旧統一教会関連団体主催のイベントを後援し、町長がこのイベントに出席し、挨拶をしたと報道されています。この報道は町長、事実でしょうか。また、統一教会とのかかわりは、以前からあったのでしょうか。この2点について、質問をします。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　永原議員さんの、旧統一教会の関連について、お尋ねでございます。私の方から、端的にお答えを申し上げます。まず今年、いわゆるピースロードというイベントがございました。これについては、信濃町の野尻湖を出発点としたというようなことでございまして、ご案内もいただきましたので、行ってご挨拶をさせていただきました。それから、かかわりは以前からかというご質問でございますが、私も急きょ調べてきたんですが、言ってみれば昨年からあります。昨年からと言いますか、昨年1件、1回7月28日、いわゆるそのピースロード実行委員会がおいでいただいて、その時面会をしまして、応援メッセージを記入してくれと、こういうことでございますから、フラッグに世界平和を祈る、世界平和というちょっとカッコつけたものを記入した覚えがございます。その他については特にございません。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。

◆11番（永原和男）　まず地元紙が報道をした、町が後援をした。町長これ後援をしたというのも事実ですね。今、こっくりしましたから事実だと。それで、出席をし挨拶をしたというのも事実だというお話がありました。2番目にお伺いした、旧統一教会とのかかわりは昨年7月にもあったんだと。それを今年の冒頭、質問したことを加えると、これで2回目の関係があったんだという答弁でありました。次に、イベントの後援の経過について質問をしたいと思います。質問に入る前に、議長、答弁者を教育長に通告してありますが、副町長としたいと思います。ご了解をいただきたいと思います。それでは、副町長に質問をいたします。今年の7月のこのイベントを後援するに至った経過と主催団体名について伺います。
●議長（佐藤武雄）　高橋副町長。
■副町長（高橋博司）　それではお答えいたします。後援を承認した経過でございますけれども、本年5月25日に主催団体であります、ピースロードインジャパン北長野実行員会の代表の方を含めて3名の方が、町長に面会にみえました。担当課、担当者も同席の上でお話をお伺いし、最終的には後援の承認の申請書にも書かれているんですが、世界的平和文化の情勢の維持を目的としたイベントであるという説明を受けました。その際に、町の名義後援を承認してほしいというお話がありましたので、申請書類等をお渡しをして、6月10日付けで町に提出がありました。6月17日に承認伺いの決済を取る中で、6月20日付けで承認決定通知書を送付いたしております。以上です。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町長、この際、旧統一教会とは、きっぱりとした対応が必要だと、私は思います。今後は関係を断つべきではありませんか。そして、イベント主催者団体、ピースロードインジャパン北信濃実行委員会ですか、の後援を取り消すべきではありませんか。伺います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　まず一つは、旧統一教会関連と言いますか、との関係を断つべきじゃないかと、これ正直なところを申し上げまして、私も旧統一教会の関係の団体かどうかということも承知はしておりませんでした。そんな中で、結果的にそういうことになったということは、ある面ではそうなのかと、いうような思いでその推移を見ておりました。後援を取り消すかどうかということは、次の質問と言いますか、項目に上げられたわけでございますが、十分またその辺はこれから検討もしてみたいと思います。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町長、もう一度答弁をいただきたいんです。いろいろ経過もあったでしょうが、もう私はこの際、旧統一教会と信濃町との関係はきっぱりと断つと、そのことを町長に求めているんです。断つんでしょうか、断たないんでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　断つ必要があると思っています。私は、先ほど言いましたように、そういう関連団体というような位置付けはまったく意識もしてなかったわけであります。今、まさに報道されているように、旧統一教会も、私の認識では合同結婚式をどこかでやったとか何とかというような話は以前に聞いたことあるなと思っていた、その程度の話でございます。したがって私自身この関係については、今後は一切関係を持たないということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　今、町長からきっぱりとした答弁をいただきました。つまり旧統一教会との関係を断つことによって、信濃町が旧統一教会の広告塔とはならないと、そういうことを私は、町長は宣言をされたというふうに受けとめました。次に、後援の取消しです。町長、後援の取消しを検討するんじゃなくて、この場で後援の取消しを行うというふうに答弁を求めたいんですが、もう一度いかがでしょう。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　そのことも含めてちょっと検討をして、返答をさせていただくということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　私、手元に信濃町後援及び共催に関する取扱要綱というのを持っています。町長も副町長もご存じだと思うんですよね。そこの第8条に承認の取消しがあるんです。第8条にどういうことが書いてあるかと言えば、後援団体等にふさわしくないと認められるその団体については講演を取り消すことができる、という項目があるんです。最初に伺いましたように、もう旧統一教会関連団体との関係は断つと言ったわけですから、この夏のイベントに対して後援してしまったことは、これはやってしまったことですね。その清算をきちんとつけるには、後援を取り消すということをこの要綱に基づいて、はっきり決断することが求められていると思うんです。もう一度、答弁を求めます。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　そのことを含めて、検討をさせていただくということです。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町長これ、要綱に書いてあるのに、何で検討する必要があるんですか。要綱に書いてあるんですよ。どうでしょう。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　要綱も含めて、その解釈も含めて検討させていただくということを申し上げているんです。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　そうすると、最初にもうこれから、旧統一教会関連団体とはきっぱりと手を切ると言った最初の答弁が、私、ちょっと不安になってきます。町民のみなさんもそうだと思いますよ。言ってみれば、町も、町長の言葉を借りれば、そういう団体だとは知らなったということなわけですよ。そういうこともあろうかと思います。ですから、今後の対応としては、きっぱりお付き合いを断つ、これは私、立派な答弁だと思い決意だと思うんです。ならば、もう一つ解決しなくちゃいけないのは、今回後援をしたんですよ。後援と言うのはどういうことかというと、この要綱で見ると援助、応援することだというふうにこの要綱に書いてあるんですよ。そのイベントを援助したことは間違いだったということを、はっきりと表明することが求められると思うんです。その表明とは何かと言えば、後援を取り消すという行為であります。私は、これ要綱に書いてある範囲内で言っているんです。もう一度、答弁を求めます。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　現時点で、その後援をしたという事実があるわけでございます。そのことも含めて、適当だったかどうかということも含めて検討をさせていただくということを申し上げているわけです。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　どうも歯切れが悪いですね。町長あれですか、その後援を取り消さないというイベント主催団体にこのまま、これからも援助し続けるということですか。はっきりと後援を取り消すということを議場の場で答弁できない、何か困った事情でもあるんですか。伺います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　事実行為として、後援をしてきたという事実があるわけでございます。そのことは、今の何て言いますか、後援に関する取決めと言いますか、に対して適当であったかどうかということ、慎重に検討して取り消すべき判断をすれば当然に取消していくと、こういうことでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　取り消すべき時期に達したらという話ですが、いつ取消しますか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　今、改めてそういうご判断と言いますか、ご質問を頂戴しているわけでございますから、それに合わせてしっかりと検討をして対応をするということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　私が、「いつ後援を取消しますか。」という質問の主旨は、今議会の中で一般質問でこの問題を取り上げているわけです。少なくとも、この9月議会の会議期間中には、町長の発言の機会もあるわけです。最後に町長の挨拶もあるわけです。そこで、この後援の取消しを検討した結果、取り消すと決めたというふうに、議会に、また質問者の私に報告をいただけますか。いかがでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　そういったことも含めて、最終的に慎重に検討をして最終結果を出させていただくということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　どうもこの旧統一教会との関係について、後援を取り消さないというのにこだわっているとしか、私には受け取れません。何でそうなのかな、取り消すと困る事情でも町にあるのかなとも思ってしまいます。じゃあ町長、一つお聞きしますが、このイベントに町長自身が参加される際に、町長、会費は持って参加していますか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　会費というのは、どういう意味の会費のことをおっしゃるのかわかりませんが、そういうことは一切ありません。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　いわゆるご祝儀です。会費と言ったのは。いわゆるご祝儀ですが、そこのイベントの開会式にあたって、「おめでとうございます。気持ちです。」という、そういう意味での会費は持って行っていないということですね。もう一度、答弁をお願いします。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　そういう面での一切の公費支出はございません。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　今町長から、そういう意味での公費の支出は一切ないという話です。本当に良かったですね。公費支出もあれば、そこまでまた、ずぶずぶの関係に入っていくわけでありますから、そういうことはなかったのは良かったと思います。しかし、議会の最終日の町長挨拶では、この後援を取り消すに至ったそういう町長のお考えを、ぜひ述べていただきたい。今回の一般質問の中で後援を取り消さないと、現段階ではっきり言わないということは、非常に残念なことであります。次の質問に入ります。横川町政の2期目を振り返り、町長ご自身の見解を伺っていきたいと思います。2点、伺います。まず、福祉についてです。信濃町が全国に誇れる福祉の制度、世帯主9割給付制度を2期目に廃止をしています。もうやめちゃっています。町政2期目で福祉の増進はあったのでしょうか。見解を求めます。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　世帯主療養費は制度変更をさせていただいて、新たな時代に適応をする制度として立ち上げさせていただいたということは、時代の要請だと思っております。その他に福祉の充実と言いますか、あったかということでございますが、ひとつひとつを申し上げるわけではございませんが、それぞれの分野で公約を含めて、そのことに対応をしてきた、そういうつもりでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　次に私は、町の政治、町政は民主的で公正な行政運営が求められていると思います。この間、とりわけ重要事業の病院建設の進め方ですが、民主的で公正な行政運営であったと言えますか。見解を求めます。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　特に重要な事業でございます。そういった意味では慎重を期しながら、町民の皆さん方のいろいろな機会を捉えながら、ご意見を伺い、そしてまたアンケート調査等々をさせていただく中で取り組んできたということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　最初の福祉の向上でありますが、私は福祉は後退をしたと思っています。その次に、病院建設へ向けての行政運営でありますが、町長の私的諮問機関で進められてきました。私はこの点でも、公正な行政運営がなされたとは、残念ながら思ってはおりません。横川町政の2期目の町政を振り返り、今町長の見解を伺いました。今日はこの場では、激しく議論する場ではありません。要するに、見解が分かれているということであります。そういうことにとどめさせていただき、次の質問に入ります。町民は、物価高騰にあえいでいます。3点について、認識と取組について質問をします。最初に教育長に伺います。同僚議員の伊藤博美議員の一般質問で、今年度は給食費の値上げはしないというふうに明言をされました。私は、もう一度お伺いしますが、今年度、来年の3月31日までの間で給食費の値上げはしない、そういうことで理解してよろしいですね。
●議長（佐藤武雄）　佐藤教育長。
■教育長（佐藤尚登）　お答えします。先ほどのご質問と重なる部分があるかもしれませんが、先ほどもお答えしたとおり、現状、納入業者の皆様であるとか、センターの努力、その他で上げないで済んでいます。教育委員会としましては、今年度このままでいきたいと考えておりますが、しかし将来のこと、あと半年ありますので、将来のことですので、ここで明言と今議員おっしゃいましたけれども、完璧な断定と言いましょうか、それを今ここですることは率直に申し上げてむずかしいと思いますが、私どもとすれば、年度内に上げないように最大限努力する所存でいます、ということです。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　ちょっと私の受け止め方と違うんですね。そういう努力はなさるということは、私もおっしゃるとおりだろうと思うんです。それで、万が一、今後もまだ値上がりが続くわけですから、これ教育長の答弁にあったんですよ。万が一、予想しない値上がりになったら、国の臨時交付金を活用してでも今年度は給食費の値上げはしないと、私はそういう答弁をいただいたから、明確な答弁があったと申し上げんたんです。もう一度、答弁をお願いします。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。

■町長（横川正知）　財政を伴うものですから、私の方からも申し上げさせていただきたいと思います。今、教育長から答弁があったとおり、現状においては先ほどのご質問も含めて、答弁も含めて、何とか努力をして今年度は保護者負担の増にはならないように頑張っていくんだと、こういうことでございます。万万が一という話でございます。やはり一つはコロナ禍の中で様々な物価高も影響してくる。国の政策も含めて考えた時には、町が財政を所管する長としては、そのことは教育委員会とも相談をしながら、そこで保護者負担にならない方法を取る、このことは大事だろうと思います。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町長、今答弁いただいて、最後が重要なんです。万万が一のこともそれはあると思うんです。最後に町長からいただいた答弁は、これ以上保護者負担にならないような措置を取るということ。これは、私は教育長から明確な答弁をいただいた。申し上げましたが、今の町長の答弁、これ明確ですよ。これ以上負担増につながらない措置を取るんですね。ぜひ、期待をしたいと思います。次に町長に質問をします。今、肥料などの農業経費の高騰がしています。この現状をどう捉えていますか。農業をどのように今後支援をしていくとお考えでしょうか。この点について伺います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　まず、最初に申し上げておきたいのは、永原議員もご承知のとおり、特にこの信濃町の主要産業である米の問題ですね。これについては先般、昨年度予算ですか、かなり米価が下落したということでありまして、県内でも多分、自治体でもそんなに多くの自治体は対応しなかったと思いますが、私ども信濃町の中では、1反歩5000円を基準として総額、それなりの何千万かを予算を組んで対応をしてきた、それはある面では、コロナ禍に対応をするための基幹産業である稲作農家を元気づける、そしてまた次につなげていただくと、こういう思いを持って対応をしてきたということでございます。最近また今の円安だとか、いろいろな関係もあって、ご案内のように農業資材を含めて様々な部分で、飼料もそうですが、大変な高騰になってきているということは、十分承知しています。具体的な数字については把握はしておりませんが、そのことを十分わきまえた上で、一つは今、県の町村会としても私も産業経済部会の今年所属になっているわけでありますが、国県に対する重要な要望事項としても、それをまとめて提案をしていくということになっているわけでございます。したがって国についても、今いろいろなことを考えておられると思っておりますので、そんなことの状況もみながら、町としてできる範囲はまた、対応を考えてまいりたいと思っています。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町村会の中で、そういう任務を負ってらっしゃる、奮闘されている様子をお話をお伺いしました。ぜひ、町村会の中でも引き続き頑張ってほしいんです。私がこの場で町長に質問しているのは、信濃町としてどうしましょうか、ということです。町長、私質問に際して、JAの窓口へ行って肥料がどのぐらい上がっているのか、調べてきました。一つだけ紹介します。化成肥料、15、15、15という成分の化成肥料ですが、これ今、55パーセント上がっているんです。それで、農協の担当の方にお伺いしましたら、これから来年の稲作も含めて肥料の注文が始まるんですが、まだ上がるんですかと言ったら、12月頃にもう一度見直しがされるということで、見通しがつかないと。このままで行くと、これ以上のことも予想できるという見解でした。見通しがつかないということなんですね。こういうふうに肥料が、化成肥料ですら55パーセント上がっているんです。仮に75パーセント、80パーセントとなると、来年の稲作にも、あるいは畑の作物にも影響してきますよね。じっくりこれから研究、検討するんじゃなくて、町は早急に方針を出し、農家を支援していく方策を明らかにしていく必要があると思うんです。もう一度答弁お願いします。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　具体的に今、一つの化成肥料か何かの値上げ率55パーセントだということ、農協さんの窓口でお聞きになられたということでございますが、そういった実態も含めて、様々な資材関係がどういう状況になっているのか、そんなことも調査しながら対応をしてまいりたいと思います。もう一点は、今JAさんの話が出ましたけれども、今日の信毎さんの記事でしたか、報道でもありますが、JAさんも県に対して、いわゆる農業資材を含めた、そういった高騰に対する県の要請、県に対する要請をされたという記事も拝見しております。私は、そういった状況も踏まえて町として対応をできる部分については対応をしていかなきゃいけないと思っています。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　町長が今、述べられたことは、そういう方向でぜひ頑張っていただきたいんです。ただ、農家の立場に立つと、来年の稲作、畑作については、年内に、行政が具体的なものを出さないと栽培計画が立たないんですよ。現状で言えば、お米で言えば、大変お米の値段が低いんですよね。そこへもってきて肥料等が1.5倍、1.75倍に上がれば私これ、一般的に言えば、もうボランティアではやっていけないと、そういうふうに判断する人が多くなるだろうと思うんです。それで、農家の立場に立って期限を切るとすれば、町長、年内ですよ。それも12月の早いうちに、町としてこういうふうに農業を支援していきますという施策を打ち出すべきだと思うんです。これもうすでにいくつかの町、村では、施策打っています。信濃町も、そういう行動に出ていただくことを提案をいたします。次に、同じく今困っているのは酪農家の皆さんです。この飼料、牛にくれる餌ですね。飼料の価格が高騰しています。畜産を守る施策をお持ちでしょうか。伺います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　個々の産業について今、特にこの部分についてはこうする、ああするというようなことについては、今の段階ではまだ持っておりません。農業問題も確かに厳しい状況があるわけでありますが、私は行政の立場としまして、そのことも踏まえ、そしてまた一般の何と言いますか、食堂と言いますか、そういった皆さん方も、油脂類を含めて大変な値上がりが今しているわけでございますので、その辺もしっかりと精査をしながら取り組んでいかなきゃいけないんじゃないかなと思っています。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　畜産業の場合には、毎日毎日、牛には餌をくれなきゃいけないんです。その餌の価格が上がってきているんです。早く手を打つことは大事だと思うんです。このままで行くと、町の中でもだいぶ畜産を辞めてきた方がおられますが、畜産という業を廃止してしまう、信濃町からなくなってしまうような事態も、私は心配をしております。牛等には、餌は毎日毎日くれているもんだということ。飼料の救済事業を本当に早急に取り組んでいただくことを強く要請を致します。次に、6月議会の一般質問で明確な答弁が得られなかった、町道緑ケ丘線の拡幅と、敷地内薬局の2点について私は再度質問をいたします。病院建設の詳細設計の段階に入っています。明確な答弁を求めます。まず町長に伺います。新しい病院の西側に位置します町道緑ケ丘線の道路拡幅を、現状の4メートルを7メートルに拡張しても、道を拡げても病院の敷地が狭くなっちゃって、病院本体の建設に影響するなんてことはありませんね。町長の答弁を求めます。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　6月議会でも副町長の方から答弁されたと思いますが、実態からして、そこに影響ない、町道拡幅を予定しているということでございます。もし細かな、それ以上のことをお伺いでしたら、副町長の方からまた答えてもらいますけれども、私の方からは、そういう答弁をさせていただきます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　それでは、副町長に伺います。副町長、単刀直入でいいんです。緑ケ丘線の道路幅を広げる、現状4メートルですから、3メートル分だけ病院敷地に食い込むわけですよね。それから、安定したのりを造るには、のりの底辺、私は3メートルぐらい必要だと思います。そうすると、6メートル病院の敷地の中へ入りこむんですが、救急車の搬入路、それから職員を中心にした病院の北側にできる駐車場の出入口、その2つの道路は緑ケ丘線を拡幅しても、何ら支障なくできますでしょうか。できるかできないか、それだけ副町長お答えください。
●議長（佐藤武雄）　高橋副町長。
■副町長（高橋博司）　それではお答えいたします。詳細設計はこれからでございますが、支障のないように道路幅を確保していきたいと思っております。あと、永原議員から7メートルというお話が何回かあったわけですが、7メートルということはまだ明言したわけではございませんので、よろしくお願いいたします。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　私は、6月議会で質問した時に、建設水道課長が病院敷地との関係で厳しいんだと、12メートルの都市計画道路にするには。だから病院との協議で、正確に言うと概略7メートルの道路を予定をしているという答弁をいただいております。このことは、この放送を聞いている皆さんにも議会だよりでお知らせをしている話です。ですから、私が7メートルという話をしたわけです。何か7メートルにこだわっていますが、7メートルにすると病院の本体を造ることができなくなるわけですか。重ねて伺います。
●議長（佐藤武雄）　高橋副町長。
■副町長（高橋博司）　先ほども申し上げましたように、設計はこれからでございますので、その内容によりまして拡幅幅が決ってくるということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　詳細設計はこれからだと思うんですが、私も現地を見て、ポール測量という素人がやれるのありますね。私もポール測量してみたんですよ。そしたら、救急車の入る道、職員の皆さんの駐車場へ入る道、2本造って、雪の降る所ですから、ドーザーで除雪していったときに、その雪が緑ケ丘線へ落ちないようにするためには、一定の雪をためておく空間も造らなくちゃいけない。これ、雪国では常識ですよね。そうすると、私できないんじゃないかと心配しているんです。できるんだよ、と言ってくれると安心します。それを、これから詳細設計をする中で詰めるというのは、非常にまた不安が残りますよ。病院の事務長は、詳細設計をする中では、すり合わせをしていくという答弁をもらっています。6月議会以降の中で、建設課との事務長の言葉で言うすり合わせ、一般的に言えば話合い、話合いはなされたのでしょうか。伺います。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　病院の詳細設計も今、進めている状況でございます。重要な部分につきましては、各課と話合いを、調整をさせていただいている状況です。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　ですから、これは私の取り越し苦労かもしれません。柏原の皆さんの中でも、あそこに緑ケ丘線を拡幅してほしいがそれをした場合、病院ができるのかねと心配している人もいるんですよ。特に建設課とは話合い、協議はしてないんですか。その一点だけもう一度お願いします。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　調整で話合いは実施してございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　そうですよね。話合いはしてなくちゃいけませんよね。それじゃあ今度、あまり事務長さんにばかり聞いちゃいけませんから、建設課長にお伺いします。建設課長どうでしょう。専門的な見地に立って、緑ケ丘線を7メートルに拡幅することは可能でしょうか。その一点だけお答えください。
●議長（佐藤武雄）　海口建設水道課長。
■建設水道課長（海口泰幸）　永原議員のご質問の内容でございますけれども、なにか7メートルという数字がちょっと先行し過ぎているような形になって、大変恐縮なんですけれども、当初の計画の中で6メートルから7メートルの幅で計画をしている旨で、7メートルというような表現、前回私の方でさせていただいたことが、また7メートルということに、永原議員ちょっとこだわっていらっしゃるんじゃないかと思いますけれども、いずれにしろ今後は多分6メートル幅の道路の方が、計画的にはその先線のことを考える中ではいいのではないかなというふうなことも考えております。6メートル幅の場合、道想定の通行量と言うんですか、それが500台未満の状態でありまして、7メートルになりますと、500台以上4000台というようなちょっと規模のでかいものになってしまいますので、説明が先立って大変恐縮なんですが、6メートル、7メートルの道路につきましては、工法的にはできるということでございまして、あとその現道から4メートルの他に拡幅する分含める中では、最終的には現道の端から10メートルぐらいに確保されなきゃならないと思うんですけれども、その部分については、病院との中での詳細の中で確保できるということで、話を聞いておりますので、そちらの方の道路の部分、ましてや病院の建設については支障がないと理解をしております。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　安心しました。現状の道路の端から約10メートルぐらい中に入っても幅員6メートルですか、きっと国庫補助をもらうにはそういう基準があるんでしょうね。6メートルの道路幅の道を、これ将来ですよね。すぐなんて予定じゃないですか。将来造ることができると、それをしても、病院の本体を造るのに何ら支障はないと。救急車が入る道も、職員さんが駐車場に入る道も、それから雪を緑ケ丘線に落とさないように一定の空間を造ることもできると、そういう回答をいただきました。これ、事務長さん、はっきりしたのはないんですか。建設課と協議したわけですよね。病院の方も6メートル幅で造れば、病院の本体に影響はないと、そういうふうに思っていますか。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　旧柏原小学校の敷地が約2万1000平方メートルありまして、病院の本体は若干少なくなって、4100平方メートル、感染状況の対策も含めて、若干小さくなります。その中に、安全に行き来ができる駐車スペースと除雪のスペースを確保し、コンパクトと言うか、機動性の良い、今図面の中で敷地の面積の中で余力があるというか、ある中での今調整をしていますので、今後調整の中では問題ないと思っております。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　要するに、病院サイドも問題がないと認識をしていると、私、捉えさせていただきました。その次に町長に質問をしますが、病院敷地内に民間の会社に土地を借りてほしいとする町の姿勢について、私は伺っていきたいと思います。議会だよりの中にも、これ町長の答弁です。私が、病院のスペースには入る、その薬局を建てるのは、誰が建てるんだという質問をしましたら、町長は、薬局の運営も建物を造るのもその分野です。その分野とは、私はその会社ですというふうに受け取りました。そして、私がさらに、町が土地を貸して薬局を経営する企業が建物を造るということですか、というふうに聞くと、病院事務長は、病院敷地内に出店していただける方をどういう方法で募集していくのか検討したいということであります。つまり、行政財産を民間の会社に貸し出すという発想であります。これ、行政財産を、そうすると長期に渡って民間の会社に借りてほしいとするそういう行為は、極めて不自然だというふうに思います。これで行政の中立性が保てられるとお考えでしょうか。伺います。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　今言われる敷地内薬局と言いますか、あわせて売店機能も持たせたいんだという構想なわけであります。これは地方自治法の中でも、いわゆる行政財産をそういったかたちで貸付することは可能だということでございまして、本来の使用目的を逸脱しない限りは、長期に渡って貸し付けることは可能だということも、法律的な根拠に基づいて、その後も進めたいということでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　私は、行政財産を長期に渡って特定の企業に貸し付けることは、極めて不自然だと申し上げました。町長は、法的にはそれはできるんだという答弁であります。これ、町長、借りた薬局を経営する会社は、その土地に建物を造るんでしょ。町長はそうおっしゃっていますから。借りた土地に建物を造るということは、賃借権が発生するんですよ。これは非常に、将来に及ぶ大きな問題がこの時点で発生してくると思うんです。長ければ50年くらい、この賃借権は生きていますよ。そういうことになっても問題はないというふうにお考えでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　横川町長。
■町長（横川正知）　私は、その賃借権が最終的にどうなるかということまでは、正直なところ勉強してありません。ただ、そういったことの貸借関係はできるということは、承知をしているということでございますので、細部については担当の方に答弁をさせます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　私も、借りた薬局を経営する会社さんが、病院が貸した土地に薬局を造ると賃借権が発生するということで、6月議会からも心配をしてきました。私の一般質問の再放送を聞いていただいた方、この方はかなり私は町内の専門的な方だと思います。その方からそれはまずいよと、長期に渡ってその方は、地上権と表現していましたが、地上権を発生するようなことを、町が容認させていっていいのかいと、非常に心配をしておりました。私、まったくそのとおりだと思うんです。行政というのは特定の法人に便宜を図ることはあってはなりませんよね。地方自治法の中にも書いてあります。行政の中立性、行政は中立性を保たなければならないんです。町長、伺いますがそこまで法律的に問題がないというんでしたら、行政財産の貸付料金はいくらと想定していますか。2つ目、売店経営を民間薬局に今度委託するわけでしょ。委託する際の委託料金はいくらと、まあ、相手がいるもんですからまだ決定はいきませんが、ある程度、腹案みたいな案は持ってないといけませんよね。その2点どうお考えでしょうか。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　行政財産の貸付けにつきまして、私の方からご回答を申し上げます。ただ今のご質問をいただいた財産の貸付につきましては、町の財産に関する条例がございまして、使用料の規定を重要視して考えております。そこのところに大まかに書いてあるのにつきましては、土地の評価に対しまして、100分の6をかける面積なんですけれども、それを基準としていると記載してございます。それを今、基準として考えてございます。あと、売店機能につきましては、以前もちょっとご答弁申し上げましたが、もともとは院内に予定していましたが、診療を主体に今、設計をする中で、どうしても売店機能については外の院敷地内薬局に機能を持たせた方が良いという結論に至って、今売店機能につきましては敷地内薬局に機能を持たせることになっています。もともと、今もそうなんですが病院の事業として売店の事業経営というものは行っておりません。今後も新しい病院についても、売店の経営につきましてはしていかない計画でございますので、売店の機能の委託ということは考えてございません。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　民間が造る薬局の中にできる売店は、そうするとその民間が、自らの営業方針の中でそのスペースを造っていくということですか。ドラッグストアをあそこに造っていくということですか。そんなことは考えられませんよ。町が設計の中で、売店スペースを造りたくないから、造ってちょうだいよと、そういうふうにお願いをしているんじゃないですか。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　厚生労働省の方で、敷地内薬局の解釈が緩和になったという根拠が、やはり患者様の利便性の観点から平成28年に見直しをされて、敷地内に薬局を造っても大丈夫ですという話になっておる状況の中で、売店機能につきましては、もちろん今後、敷地内薬局の選定において仕様書を作り、町の考え方としてその仕様書に合った業者さんにプロポーザルと提案をしていただいて進めていくのが妥当かなとは今、想定はしているんですが、そんなような中であくまでも業者さんが主体というわけでないと今考えてございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　民間の病院ならそれも可能でしょう。これから造るのは町立病院なんですよ。私は、こういう敷地内薬局の知恵をつけたコンサルがこの大事な部分で取り間違えしているんじゃないかとさえ思います。それで、行政財産の賃借はいくらで貸せる、売店の経営を民間の薬局にいくら払うからやってくださいとする委託料が、まだ決まっていない、これはっきり決まらないのはまだいいでしょう。おおよそこうだと決まっていないと、プロポーザルやっても進出してくる企業がなかったらこれどうするんですか。これ一大事ですよ。院内における売店というのは患者サービスの施設ですよ。患者サービスの施設。見解を求めます。
●議長（佐藤武雄）　丸山病院事務長。
■病院事務長（丸山茂幸）　病院という特殊な施設を移転するということにつきまして、コンサルタント会社のご協力をいただきながら、今進めている状況でございます。その中で他の自治体が開設している病院の紹介もいただいております。そういう所の参考もさせていただきながら、進めさせていただければなという考えでございます。
●議長（佐藤武雄）　永原議員。
◆11番（永原和男）　他の自治体立病院を参考にしながら検討をする、これ詳細設計に入っている中で、今そんなこと検討している時じゃないんですよ。詳細設計に入っているんですから。それで、私もさっき答弁がありましたように、土地を貸し付ける料金については、固定資産評価額から一定の金額を導くというのは、私も聞いております。しかし現在のところは公の土地ですから、評価額はないんです。新たに評価を出すと言いますと、私そこも考えてみたんです。そうすると、県道に隣接している土地で、そこから引っ張ってきて評価額を出すと、信濃町で1等地ですよ。私は極めて高い評価額になるだろうと思っています。本当に今も詳細設計をやっているわけです。町道のことはうまくいきそうです。ぜひ頑張ってもらいたい。敷地内薬局、これは今回の一般質問に対しても、はっきりしない。これ、うんと町民の皆さんも不安になると思います。それから、町が土地を貸して、民間の会社がそこに薬局という建物を造って、借地権と言いますか、地上権が発生するかどうかもよくわからないなんて、これは、いろはのいですよ。その点について、町の有識者の方も、私にその問題はきちんと一般質問の中で正してほしいと。町が将来に向かって大きな失敗をしそうだと。借りた薬局に対しては、薬局は地上権なりを取得すると、その分だけ資産の価値が上がりますよ。それよりも私は、そこに進出してくる企業はプロポーザルにしろ、ないだろうと思っています。そうすると、じゃあもう売店は造らなくていいんだということで、開き直ることできませんね。こういう財産も民間の会社に長期に貸し付ける、50年が限度のようですが、50年も貸し付けるなんて話は、今生きている私たちの責任で、これ解決しなきゃならない話です。みんなで知恵を出して、もっと慎重にやっていっていただきたい。敷地内薬局については、私は問題はさらに深まったというふうに思っています。今後、詳細設計が進んでいる中でありますが、町の精力的なこれに対する取り組みを期待をしています。また同時に、私も議員の一人として、この問題に関しては引き続き強い関心を持って望みたいというふうに思います。ちょうど時間になりました。以上で私の一般質問は終わらせていただきます。ありがとうございました。
●議長（佐藤武雄）　以上で、永原和男議員の一般質問を終わります。この際申し上げます。2時10分まで休憩といたします。

(終了　午後1時59分)

④－35

